
ワークショップ｜世界を感知する について 

 

今回のワークショップでは、「世界を自明のものとしないこと」を出発点に、世界をあら

ためて「感知する場所」として捉え直します。「視覚」や「見る」というテーマを軸に、私

たちが世界をどう認識し、自分自身の身体をどう捉えているのかを問い直していきます。 

  

その基盤となるのが「わたし」という存在の捉え方です。普段は当然として受け入れてい

る身体や感覚、ものの見方に目を向け、その不確かさや揺らぎを手がかりに、自分自身の

中にある新鮮な「目」を発見していきます。 

  

１日目 

鈴木自身の幼少期の体験やアートワークの紹介を通じ、身体性や不確かな感覚、揺らぐ物

事の捉え方についての探求を共有します。ここでは何かを「正しく見る」ためではなく、

これまでとは異なる見方や感じ方を自分の中に立ち上げることを目指します。 

  

参加者にはこれをきっかけに日常へ新たなアンテナを立ててもらいます。見慣れた風景や

身体感覚に立ち止まり、見過ごしていたものを感じ直すことで「見る」ことや「わたし」

の捉え方を揺さぶり、新たな発想を膨らませていきます。  

 

２日目 

参加者が日常で感知したことを持ち寄り、異なる感覚が集まることで、一人では捉えられ

なかった未知の感覚を呼び覚まします。 

使い慣れた日用品も用途や意味から一度離れ、未知の「道具」として捉え直されます。「役

に立つ／立たない」「意味の有無」といった既存の判断を超え、モノや行為そのものが新

たな発見を誘発する「装置」となっていきます。 

  

個々の「見る」「感じる」の違いが交わることで、世界や身体、そして「わたし」そのもの

の見え方を揺さぶる。その過程を通して、「世界をあらためて感知するための場／装置」を

参加者とともに創り上げます。 

  

鈴木康広 


